
 

 

 

 

 

 

 

１ 研究主題について 

本校では昨年度、研究テーマを設定するために推

進委員会で話し合った中で、研究テーマが各校独自に

設定されていることは、子どもたちの特徴を掴んでい

るという利点がある一方で、他校へ異動した際に学ん

だ成果を生かしづらく、積み重ねてきた理論や実践は

汎用性が低いのではないかという意見が挙がりまし

た。また、これまでの３年間の研究では、「教師」を

主語として進めてきた色合いが強く、教師の体育科に

おける技術論に進んでいってしまうことも指摘されま

した。 

「小学校学習指導要領（平成29年告示）解説体育

編」には、「体育や保健の見方・考え方を働かせ，課

題を見付け，その解決に向けた学習過程を通して，心

と体を一体として捉え，生涯にわたって心身の健康を

保持増進し豊かなスポーツライフを実現するための資

質・能力を次のとおり育成することを目指す。」と示

されています。 

以上のことから、①「子ども」を主語にした授業

実践へのマインドセットをすること、②昨年度の研究

テーマを基に、学習指導要領に沿ったテーマへの変更

をすること、③昨年度課題に挙がった系統性を学ぶた

めに領域を絞ること、を大切にし、「課題を見付け、

その解決に向けて思考し、動きが高まる子どもの育成

〜主体的・対話的で深い学びを通して、資質・能力を

身に付ける授業づくり〜」という研究テーマを設定し

ました。今まで積み重ねてきた研究を大切にしなが

ら、さらに学習指導要領の内容を意識して、体育科に

おける系統性や授業の改善を図ることにより、他領

域・他教科等へと学びを汎用できる子どもの育成につ

ながると考えられます。また、そのことが教師の授業

力向上や教育観の変遷にもつながると考えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 研究内容 

 昨年度は、この仮説を基に、次の視点を意識して、

体育を学ぶ子どもたちの育成を考えました。また、研

究を進めていくうえで、次のような視点を大切にしま

した。 

このように子どもの姿を通して、系統性や学びの連

続性についても意識しながら、研究を進めてきました。 

昨年度の研究授業から見えてきたものは、①現状を

知る・試す時間の設定により、課題発見や課題設定に

つながること、②記録（映像、記録カード等）を基に

した対話によって課題設定や課題解決につながること、

③前時までの記録や見本となる動きの映像等と比較す

ることによって新たな課題発見や課題設定、課題解決

につながること、という共通点でした。今年度はこの

「試す」「記録」「比較」の３つのキーワードを大事に

しながら研究を進めてきました。［図１］ 
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仮説：身に付けさせたいことを明確にし、「主体的・

対話的で深い学び」を生み出す授業づくりを図れ

ば、子どもの思考と動きが高まり、運動への関心や

意欲を高め、資質・能力を育むことができるだろ

う。 

  

 

 

【視点①】子どもが自ら課題発見→課題設定する

ための手立て 

【視点②】子どもが自ら課題設定→課題解決して

いくための手立て 

「子どもの姿で語ろう」 

・教師の手立てで○○さんはどう変わったか。→ 

その手立ては有効だったか。 

・子どもは主体的に学習に取り組んでいたか。 → 

子どもが発見・設定した課題と学習活動はつな

がっていたか。 
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課題を見付け、その解決に向けて思考し、動きが高まる子どもの育成 

～主体的・対話的で深い学びを通して、資質・能力を身に付ける授業づくり～ 

 



 

 

［図１］研究構想図〈子ども〉 

［図２］研究構想図〈教師〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 研究方法 

研究方法は、以下の４つで行いました。 

①理論研究→研究テーマに沿った体育科の在り方や教 

育や学習の本質について、対話を通して問い直す。 

②実技研修→実技を通してその運動の特性を知り、指 

導・支援の手立てのポイントなどについて情報を交 

換し合い、理論研究との一体化を図る。 

③授業研究→理論研究の実践の場として、年３回６本 

の公開授業を行い、理論を検証する。 

④研究便り発行→体育に限らず、社会的な出来事やス 

ポーツの話など、気になったニュースを教育現場の 

現状と照らし合わせて捉え直し、発行することで、 

校内研究の推進を支援するツールとして活用する。 

 

４ 本研究における実践 

校内研究推進委員が中心となり、全教師での指導案

検討会の実施や、研究テーマに沿った運動領域の在り

方、情報発信やカリキュラム例等について協議を行い

ました。そして、理論研究との一体化を図る実技研修

を実施する中で、その運動の特性を知り、指導・支援

の手立てのポイントなどについて情報交換を行い、下

の［図２］のような流れで、先生方の主体的な研究の

推進につなげられるようにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

［授業研究会（公開授業）の様子］ 

第１回授業研究会（公開授業） 

２年生「ワクワクてつぼうランド」 
（鉄棒を使った運動遊び） 

５年生「リズムを感じてハードル走をしよう」 
（陸上運動・ハードル走） 

 
 
 
 
 

 
第２回授業研究会（研究推進事業発表会）  
３年生「遠くに飛ばして 得点しよう」 
（ベースボール型ゲーム・ティーボール） 
６年生「拾ってつないでアタックチャンス」 
（ネット型・ソフトバレーボール） 
 
 
 

 
 

 

 

 

５ ２年間の研究から見える展望 

本校の研究の成果として、先生方の授業を見る目が

育ってきたことが挙げられます。特に参観者が『虫の

目』（＝本時で固有名詞と具体の事実で見る目）で見ら

れるようになりました。今後に関しては、本研究で設

定した「試す」「記録」「比較」という視点を基に、他

教科・他領域等で汎用性を高めることができるよう、

一人ひとりが当事者意識をもった研究にしていきたい

です。 

 

６ 支援教育の視点 

支援教育の視点として、以下の４つを意識しました。 

①視覚化→言葉の指示だけでなく、実際の動きを手本 

で見ることや、掲示物や記録カードなどで示す。 

②焦点化→わかりやすい言葉、丁寧な言葉かけ、発問 

の数を少なくする。 

③共有化→ペアやグループ活動を取り入れ、他者の考 

えを聞いて理解できるようにすることや見方・考え

方を広げられるようにする。 

④教具の工夫→操作しやすい道具を使用する。 

以上の４つの視点を入れて、みんなが分かって、安

心・安全に取り組めるようにしました。 
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